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秋
祭
り
は
、
10
月
13
日
か
ら

15
日
ま
で
、地
域
色
豊
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。期
間
中
は
、提
灯
を

手
に
行
列
を
組
む「
高
張
り
」や
、

み
こ
し
・
獅
子
舞
の
運
行
な
ど
が

行
わ
れ
、
多
く
の
人
々
が
参
加
。

町
内
は
祭
り
一
色
に
染
ま
り
ま
し

た
。祭
り
へ
の
熱
い
思
い
や
五
穀

豊
穣
を
願
う
気
持
ち
は
、先
人
の

思
い
も
乗
せ
、こ
れ
か
ら
も
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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1.「みこし下ろすの？」 「いや、まだ担ぐ！」　2.上から見守る獅子と下から見つめる少女　3.ちびっこ狩人
が獅子に立ち向かう　4.爽やかな秋晴れの下で躍動する獅子　5.にっこり笑顔のきつね　6.頭をなでら
れ、うれしそうな獅子　7.多くの人が祭りを楽しんだ　8.「待って」   みこしを追いかける子どもたち　9.み
こし鉢合わせ。両者の熱い声がこだまする　10.みこしを担いで「はい、チーズ」　11.演じ手も見る人も
一体となり祭りを盛り上げる　12.「わっしょい。わっしょい」 町は祭り一色に染まった　13.大人にも負け
ない勇ましさの子どもみこし　14.もう少し大きくなったら担げるかな　15.提灯を掲げ高張りへ　16.女
の子もみこしを担いで盛り上げる　17.実った稲穂の道を通るみこし　18.まだまだみこしは練り歩く
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